
蓄電池関連企業の高い投資意欲へ速やかに対応できるよう、本調査の状況をもとに、
市町村とも連携しながら、企業の事業計画に応じたオーダーメイド型での立地支援を
行う。また、中長期的な視点から、より大規模な団地造成を含め産業用地の確保に
継続して取り組む。

交通の利便性、関連企業との近接性、
人材の確保、地価の優位性等を元に検討

県内全域で「１５箇所」 (立地企業)

･蓄電池の材料メーカー、
 サプライチェーン関連企業が立地

(立地環境)

･高速を経由し愛媛･瀬戸内方面へ好アクセス
･内陸への立地志向の企業ニーズに対応
･ﾊﾞｯﾃﾘｰ教育実施：脇町高校、つるぎ高校

徳島(自動車)

約50分

大阪(自動車)

約2時間40分

岡山(自動車)

約2時間

(立地企業)

･蓄電池の材料メーカー、
 サプライチェーン関連企業が立地

(立地環境)

･港湾を利用した船舶輸送に優位性
･徳島南部自動車道の延伸による利便性向上
･ﾊﾞｯﾃﾘｰ教育実施：富岡西高校、阿南光高校、

 阿南工業高等専門学校

(立地企業)

･蓄電池のセルメーカー、
 サプライチェーン関連企業が立地

(立地環境)

･高速を経由し関西圏へ好アクセス
･各種インフラ整備の充実
･ﾊﾞｯﾃﾘｰ教育実施：城南高校､徳島科学技術高校､

 徳島大学

｢徳島バッテリーバレイ構想｣産業用地適地選定調査事業 (県内の産業用地適地の状況と今後の方向性)

南部地域 (立地企業・立地環境の特性)

今後の方向性（案）

西部地域 (立地企業・立地環境の特性)

至 関西
至 中国地方

至 愛媛県

東部地域 (立地企業・立地環境の特性)

※産業用地の候補地については、民有地等が含まれることや企業の投資判断に関わるものであるため、場所の特定につながる情報を示すことを差し控える。

地域ごとの通勤圏イメージ
(概ね１時間）

令和8年2月定例会 (付託)
経済委員会資料
経済産業部

労働力人口
２３１千人

労働力人口
２９６千人

労働力人口
１８８千人

労働力人口：
令和2年国勢調査就業状態等基本集計
「就業者及び完全失業者数(15歳以上)」

（地域間の重複あり）

東京(空路)

約1時間15分

大阪(自動車)

約2時間

和歌山港(ﾌｪﾘｰ)

約2時間

徳島(自動車)

約50分

神戸港(貨物)

週1便

※徳島南部自動車道
開通後

関西方面↔阿南市
40分短縮

アクセス性

アクセス性

アクセス性

資料１

徳島バッテリーバレイ構想に基づき蓄電池関連企業の誘致を進めるに当たり、受け皿となる産業用地を確保するため、県内全域を対象に適地を調査

産業用地適地の状況

産業用地の候補地

立地場所の選定理由（製造業全般）
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